
 

 

 

米、0.25%利上げ継続 インフレ対応を優先 

米連邦準備理事会（FRB）は 22日、0.25%の追加利上げを決定した。金融不安が高まるな

かでもインフレの抑制を優先した。もっとも、銀行の経営リスクは信用収縮などの問題をも

たらす。インフレと金融不安の両方に対応を迫られる。 

「利上げの一時停止も議論した」。米連邦公開市場委員会（FOMC）後の記者会見でパウ

エル議長はこう明らかにした。 

雇用や物価の経済指標は想定を上回っており、パウエル氏は 7日の議会証言では利上げを

0.5%に再加速する可能性に言及していた。0.25%にとどめたのは銀行の経営不安が企業

向けの融資や住宅ローンなどの与信環境の引き締まりにつながりつつあるためだ。 

パウエル氏は金融市場の逼迫が「利上げと同じか、それ以上の効果を生む」と説明した。 

利上げの到達点となる 23年末の政策金利は中央値が 5.1%と 2022年 12月に出した前回

見通しを据え置いた。現行の政策金利は 4.75～5.0%で単純に考えればあと 1回分の利上

げになる。声明文からは先行きの利上げについて「継続的」との文言を削除した。 

物価や経済成長率の見通しはほぼ変更しなかった。金融不安がどれほど実体経済に影響を

与えるか分からないためだ。 
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FOMC参加者は下振れリスクを強く意識している。物価見通しが上下どちらに外れるかを

聞いた設問に 1年前は全員が上振れと答えたが、今回は比率が大きく下がった。一方で経

済成長率の予想はほぼ全員が下方修正の可能性が高いと答えた。リーマン危機のころでも

起きなかった事態だ。 

深刻な人手不足に陥った米経済では高インフレが根強く残るリスクがある。パウエル氏は

FRBが年内に利下げによって金融引き締めを終了する可能性を改めて否定した。24年末

の政策金利見通しは中央値が前回の 4.1%から 4.3%に上方修正された。 

景気後退を避けたまま物価を沈静化させるソフトランディング（軟着陸）はまだ可能なの

か。問われたパウエル氏は「（金融不安が）いつまで続くかだ。長引くほど、与信環境は

厳しくなっていく」と表情を曇らせた。 

そのうえで「その道筋はまだ存在していて、我々はそれを見つけようとしている」と付け

加えた。 

「景気の軟着陸に成功するという『シンデレラストーリー』は年後半に終了も」。ドイツ

銀行は FOMC後、こんなリポートを出し「23年後半から 24年にかけてマイナス成長に

なる可能性が高まった」と指摘した。 

22日の市場は複雑な反応を見せた。利上げ停止が近いとの見方から金融政策の影響を受け

やすい 2年債の利回りは前日比 0.24%低い 3.93%で取引を終えた。ダウ工業株 30種平

均は FOMCの直後に上昇したが続かず、前日終値に比べ 1.6%安となった。 
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東京原油先物が 1年 2カ月ぶり安値圏 金融不安波及 

東京商品取引所のドバイ原油先物が 23日付の取引で、取引の最も多い限月で一時前日清

算値に比べ 140円（0.2%）安い 1キロリットル 5万 8400円をつけた。約 1年 2カ月ぶ

りの安値圏だ。欧米の金融システム不安が世界景気を冷やすとの見方から、原油の需要が

鈍るとの観測が強まった。 

米シリコンバレーバンク（SVB）の経営破綻やスイスの金融大手クレディ・スイス・グル

ープの経営不安が世界経済の悪化につながるとの懸念が広がり、リスク資産とされる原油

先物に売りが広がった。 

米連邦準備理事会（FRB）が一段の利上げには慎重との見方が広がり、為替の円高・ドル

安も進んだ。円建ての原油先物価格には押し下げ材料となった。 

エネルギー・金属鉱物資源機構（JOGMEC）の野神隆之氏は「中国経済の回復など新たな

材料が出てこない限り、原油相場に強い上昇圧力はかかりにくい」と指摘する。 
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化学工業日報 

 

 

 



 

 
 

 

バイオ由来ポリフェノール DIC、米 VBと事業化 
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２月原油ＣＩＦ５ヵ月下落 円建て 1319 円安７万 1915

円 

財務省貿易統計旬間速報によると、２月の円建て原油ＣＩＦ価格（運賃、保険料込み到着値）

はキロリットル７万１９１５円で、前月比１３１９円（１・８％）下落した。 

 ドル建ては㌭ 87 ㌦ 71 ㌣に 43 ㌣（０・５％）下がった。円建て価格の下落は５カ月連

続、ドル建ては８カ月連続だが、新年以降の価格安定を反映し小幅変動にとどまった。 

 円ドル換算レートは１㌦１３０円 35 銭で１円 74 銭の円高ドル安。昨年 11 月は１４６

円 25銭だったが、当月も円安からの方向転換が進んだ。通関数量は１２４５・９万キロリ

ットルだった。 

 旬間ベースでは、原油価格と為替レートの流れにすでに変化が表れている。２月下旬（21

～28日）の円建て価格は、前旬比１４２４円（２・０％）高の７万３２１３円。ドル建て

は 21㌣（０・２％）高の 88㌦１㌣だった。円建て、ドル建てともに２旬連続で上昇した。 

 円ドル換算レートは１㌦１３２円 25銭で２円 27銭の円安ドル高。期間中の通関数量は

４３９・２万キロリットルだった。 
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次世代エネ技術で包括連携協定 京大とＣＯ₂を炭素材に変

換 コスモ 

コスモ石油は、京都大学と次世代エネルギーの安定供給技術で共同開発を検討する包括連

携協定を締結した。期間は３年間。 

 併せて同大エネルギー理工学研究所付属カーボンネガティブ・エネルギー研究センター

との間では、ＣＯ₂（二酸化炭素）を有価物に変換するＣＣＵの検討領域で共同研究契約を

結んだ。 

 両者は▽再生可能エネルギー、蓄エネルギーなど次世代エネルギーの安定供給に不可欠

な技術▽ＣＣＵ▽大気海水からのＣＯ₂直接回収技術（ＤＡＣ）などネガティブエミッショ

ン領域▽双方で合意した事項―について検討を行う。 

 ＣＣＵでは水素を使用せずにＣＯ₂を炭素材などの有用物質へ変換する技術の事業性検証

を共同で進めていく。研究テーマは「溶融塩電解によるＣＯ₂の炭素固定化技術」（同研究

所・野平俊之教授＝図参照）で、コスモ石油製油所などから排出されるＣＯ₂への同技術の

適用可能性についても検証する。 

 このほか安定供給技術、ＤＡＣでもそれぞれが培った技術や知見を活用。カーボンネット
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ゼロの実現に貢献する新たな事業創出、新時代の事業ポートフォリオ育成で具体的な検討

に取り組む。 
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